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1.問　　題

体育やスポーツをめぐる組織の目的合理性の追求をひとつの課題とする体育管理学･経営学にと

ってリーダーシップ研究は極めて重要な研究対象となっている｡集団の存在はそこにリーダーシッ

'70の存在を意味するわけであるから,リーダーシップは単に-科学(学問領域)の固有の研究対象

を成すというより,様々な異なる学問領域の研究対象(経験対象)となるものである｡しかし一般

に応用科学的な分野として位置づけられる体育管理学･経営学の研究成果ないし理論は｢体育の実

践の方向や方法に直接タッチできるものでなければその意味を失うことになる｣14)から,そこにお

けるリーダーシップ研究は常に組織の成果及び効率と関連づけて検討する必要が生ずる.

今日,米国を中心とするリーダーシップ研究はプラグマティズムの影響を否定できず10)そこで

は実践的知識を重視することになる｡こうしたリーダーシップ研究の動向は体育管理学･経営学の

学的性格に適合的であって,この学問領域にとっては有利な状況が形成されている｡

1)-ダーシップ研究は,すぐれたリーダーの属性(資質･パーソナリティ)を解明しようとする

いわゆる｢リーダー特性追求｣のアプローチから,リーダーシップを｢リーダーがフォロア一に対

して及ぼす影響行動｣として捉え, ｢リーダー行動｣として操作化するアプローチにその主流が移

っているW｡今日ではこうした流れの中で1960年代に提唱されたFiedlerのコンティンジェンシ

ー･モデルを契機として,リーダー行動とその成果の間に組織的諸要因を介在させ,それらの条件

との適合的な関係を解明しようとする,リーダーシップ･コンティンジェンシー･アプローチが台

頭している吐2)0

さて,スポーツクラブ注3)における指導者注4)問題を考える時,最も根本的な課題はその必要性に

ついてであろう｡これまでその行動や求められる能力については注意が向けられてきたが,その存

在の必要性については見過ごされがちであったと言わざるを得ない｡そうした問題を解明するパラ

ダイムが存在しなかったことにもその理由がある●と思われるが,ここではかかる問題についてリー

ダーシップ代替物(substitutes for leadership)アプローチと呼ばれる方法によって検討を試みる｡

スポーツクラブにとって指導者(本研究ではクラブ外部あるいはクラブ員外の指導者-以下アウ



98　　　　　　-ダーシップ代替物アプローチによる地域スポーツクラブ指導者の検討

トリーダーとする)は常に必要であるのか,もし必要でない場合があるならばそれはどのような状

況においてか,といった問題にとってこのアプローチは有効な示唆を与えてくれると考えるからで

ある｡

リーダーシップ代替物アプローチの基本的アイデアは｢組織にはリーダー行動の機能を代替する

諸要因が存在する6)｣というものである｡すなわち,課題特性･成員特性･組織特性の如何によって,

リーダー行動の特定の機能の必要性が減少したり,ある場合には不必要になるとする考え方である｡

このアプローチではそうした諸要因をリーダー行動の代替物(substitutes)と捉え,リーダー行動

と組織的諸要因の適合的な組合せを問題とするコンティンジェンシー･アプローチとは異なる｡
/

こうしたアイデアを積極的に採用したのはKerr (1977)n, Kerr et al. (1978)8)によるものであ

るが,その萌芽はHouse (1971)3>, Houseetal. (1974)4)の　Path-Goal理論に見ることができる｡

Houseは｢リーダー行動がフォPア-の満足や組織成果に対して効果をもつのはフォロア-のモテ

ィベーション-の影響を通じてである｣と指摘し,独自のモティベーションモデルを定式化してい

る　Houseのモデルを含めてモティベーションの期待理論の基本的視座は,組織成員のモティベー

ションは,努力すれば一定の結果が得られるという期待(expectancy)と,その結果に成員が感じ

る魅力ないし誘意性(valence)との相乗的効果によって決定されるというものである｡

期待理論のモティベーションモデルにはいくつかのバージョンがあるが, Houseは組織成員のモ

ティベーション強度が,課題遂行のため特定の諸活動において努力することによって目標が達成で

きる見込みの主観的確率,目標を達成した程度に応じて外発的報酬が得られる期待の大きさ,外発

的報酬の誘意性,課題を遂行すること自体の楽しさ･興味深さの誘意性,課題を達成した時の達成

感･満足感の誘意性の各変数の和あるいは横によって決定されるとした｡

本研究で仮説的に設定されるアウトリーダーのリーダーシップの代替物は,このHouseのモデ

ルから演縛可能である｡組織成員のモティベーション強度を基準変数とした場合,リーダーシップ

代替物アプローチに従えば,それに影響力を行使するのは,リーダー行動の直接的効果と組織諸要

因のリーダーシップ代替物としての効果(基準変数に対する代替物の直接的効果)及びその交互作

用が考えられる｡すなわち,先のHouseのモデルがすべて和及び横によって定式化されているこ

とから明らかなように,いずれかの要因に対してリーダーが影響を及ぼすことによって成員の期待

ないし誘意性を高めることを通してモティベーションを高めることができるが,同時にリーダーシ

ップの代替物としての組織的諸要因の特性如何が,組織成員のモティベーション強度を直接左右す

る｡

本研究では表- 1に示すKerr et al. (1978)の提示したリーダーシップ代替物のリストを参考に

しながら,仮設的にスポーツクラブにおけるリーダニシップ代替物を設定した｡成員特性としての

メンバーの成熟度(task-relevant maturity),課題特性としてタスク内発的満足,組織特性(集団特

性)としてのクラブの課題達成機能･集団維持機能及びクラブの集団凝集性がそれである｡これら

各要因のリーダーシップ代替物としての仮設は先のHouseのモデルから以下のように説明できる｡
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表-1リーダーシップの代替物

人間関係志向･支持的･人間　課題志向･手段的･仕事中心
中心的リーダーシップ,配慮･的リーダーシップ,構造づく
支持的･相互作用促進　　　　り･目標強調･仕事促進

成員特性

1.能力･経験･訓練･知識

2.独立への欲求

3.専門職的志向性

4.組織的報酬への無関心

課題特性

5.明瞭性･ルーチン性

6.方法論的不変性

7.達成に関するフィードバック

8.タスク内発的満足

組織特性

9.公式化(明確な計画･目標･責任の範囲)

10.非柔軟性(硬直で柔軟性のない規則や手続き)

ll.高度に専門化したスダッフの機能

12.集団凝集性

13.リーダーの統制の及ばない組織的報酬

14.リーダーと部下の空間的距離

×

　

×

　

×

　

×

×

　

×

　

×

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

Kerr et al. (1978) p.378より,一部修正

×は代替物の各次元がリーダーシップの機能を代替したり無機能化したりすることを示す.

(1)クラブメンバーの成熟度　　-relevant maturity)

経験が豊富で活動(練習)を進めるために要請される知識･能力を十分に保有していたり,達成

動機の強い,すなわち成熟度の高いメンバーにとっては,努力と結果の結びつきの経路(path)は

かなり明確になっていると考えられる｡従って経路を明確にする行動としての構造づくり(initiating

structure)注5)をリーダーが行う必要性は少ないと考えられる｡

(2)タスク内発的満足

従来のモティベーションモデルでは内的報酬の誘意性は課題(目標)を達成した時の達成感･満

足感(活動の結果もたらされる達成感)のみが扱われていたのに対し　Houseのモデルではこれと

課題を遂行すること自体の楽しさ･興味深さの誘意性(プロセスそのものの誘意性:,ivb　を区別し

た点がここでは重要である｡

活動それ自体が満足促進的な活動(課題遂行)を行っているクラブのメンバーにとってはタスク

内発的満足が十分存在するためⅠVbは恒常的に高まっている｡従ってかかる状況下ではリーダー

による配慮行動(consideration)注5)は,その必要性が減少するであろう｡

(3)集団凝集性(group cohesiveness)

｢集団凝集性の高い集団内の成員にとって,集団に帰属し受容されることが外発的報酬の重要な

部分を占める｣6)ため,リーダーによる配慮行動の必要性は減殺されるであろう｡また高い集団凝

集性が集団規範(group norm)形成の十分条件であることを仮定するならば,集団規範は成員にと
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って何をめざして活動すべきかを明らかにすると考えられるから,高い集団凝集性はリーダーの構

造づくり行動の必要性を弱めると考えることができる｡

(4)クラブの課題達成磯能及び集団維持機能

クラブの目標達成にクラブを導いていく力は単にアウトリーダーの影響力だけではない｡クラブ

のメンバーは影響力の差異はあるが,それぞれの場面に応じて異った影響力をクラブに行使する｡

その中心となるのがクラブ内あるいはクラブ員のリーダー(インナーリーダー)である｡従ってク

ラブの内部機能としての課題達成機能･集団維持機能が十分に高い場令,それをアウトリーダーの

構造づくり及び配慮行動の代替物として捉えることが可能であろう｡

本研究ではかかる視座から,スポーツクラブの諸要因によって必要性が減殺される特定のリーダ

ー行動を明らかにし,さらにアウトリーダーの必要についても分析検討する｡
)

2.方　　法

本研究では以上述べたようにスポーツクラブにおけるアウトリーダーのリーダーシップ代替物の

抽出と,それを通してアウトリーダーの必要性について論議することを主要な目的としている.前

者について, Kerr et al. (1978)はリーダーシップの代替物の次元を測定する変数を予測変数(リ

ーダー行動)に追加することによって,基準変数の分散に対する説明力が高まること8)を根拠に(具
l

体的には重回帰分析を用いている)抽出を行ったが,予測変数の追加はそれ自体が分散に対する説

明力を向上させる傾向も否定できない｡そこで本研究では,代替物を測定する各変数の特性の違い

によって,予測変数としてのリーダー行動とクラブの成果(後述)の相関係数にいかなる差異がみ

られるかを分析し,さらにリーダーシップ代替物を測定する次元の条件ごとにアウトリーダーのリ

ーダーシップの道具性(instrumentality)認知(各自のクラブでの目的を実現するためにアウトリ

ーダーがどの程度貢献するかの認知)とリーダーシップ評定(フォロア一によるアウトリーダーの

リーダーシップ評定)の連関について分析することによってそれを行った注6)｡また後者については,

代替物の存在はアウトリーダーの特定の機能の必要性を減少させたり,不要にさせることを意味す

るが,そのことはアウトリーダーの存在自体の必要性を否定するものではないため,この点に関し

てはアウトリーダーのいるクラブといないクラブの成果を比較することによって検討した｡このこ

とはアウトリーダーのクラブに対する逆機能について明らかにすることに関しても貢献すると考え

られる.さらに,クラブの成果の高低を代替物の次元を測定する変数との関連において分析し即),

リーダーシップ代替物とクラブの成果の因果的連関の検討を行った.　､

本研究では各変数を以下のように測定した｡

(1)アウトリーダーのリーダーシップ

構造づくり機能･配慮機能それぞれについて4項目のリーダーシップ測度を用意した｡構造づく

り機能項目の内容は｢クラブのメンバーの技能を向上させるための指導をする｣｢練習の方法･進め

方を指導する｣ ｢練習の計画を立てる｣ ｢ひとりひとりのメンバーの目標がどのようにしたら達成で
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きるかを指導する｣である｡一方配慮機能項目の内容は｢メンバーが気持ちよく練習できるように

気をくぼる｣ ｢クラブで何か困ったことがあればそれを解決しようと努力する｣ ｢メンバーの悩みや

不満の相談相手になる｣ ｢クラブの人間関係がうまくいくよう配慮する｣である｡各項目について

｢いつも行っている-全く行っていないの5段階で評定を求め,両機能それぞれについて得点化

した｡得点可能範囲はそれぞれの機能について4-20である｡

(2)リーダーシップ代替物

くメンバーの成熟度(成員特性))

本研究でいうメンバーの成熟度とは,当面の課題(クラブでの練習)に関係した事柄についての

心理的成熟度を意味し,操作的には｢クラブで行っているスポーツ種目の経験｣ ｢練習を進めるた

めの知識｣ ｢ある程度の犠牲をはらっても練習しようとする意欲｣から成り,各要因について5段

階で評定を求めた｡

くタスク内発的満足(課題特性))

タスク内発的満足とはクラブでの練習･活動自体がメンバーに満足を与える程度であるが,本研

究では各メンバーの認知において,クラブでの満足が｢クラブの練習･活動自体｣によるものか

｢その結果としての技能や体力の向上や試合での勝利｣によるものかによって判断した｡

く集団凝集性(集団特性))

凝集性の定義及び操作化は様々な試みが成されているが本研究では集団凝集性を集団魅力として

捉えた｡操作的には｢クラブ-の同一化(identity)｣ ｢クラブを去ること-の抵抗感｣ ｢クラブの親

密度｣として捉え,それぞれについて5段階での評定を求め声｡

(クラブの課題達成機能及び集団維持機能(集団特性))

アウトリーダーのリーダーシップ測定項目と同一の項目について,クラブのメンバー同志でどの

程度行っているかを｢いつも行っている-全く行っていない｣の5段階で評定を求め,両機能そ

れぞれについて得点化した｡

(3) Tウトリーダーの道具性認知

あらかじめクラブでの活動目的を11項目提示し,クラブに入部した最大の目的をひとつ選択する

ことを求めた｡しかる後にその目的を実現するためにアウトリーダーがどの程度役立つと思うか

(アウトリーダーのリーダーシップの道具性ないし有効性認知)を5段階で評定を求めた｡

(4)基準変数(クラブの成果)

クラブへの参加目的の達成度,外発的満足注8) (メンバーにどの程度認められていると思うか),

期待認知(クラブでの練習が自己の目標達成にどの程度結びつくかの主観的確率の認知),内発的

満足(クラブの練習をどの程度楽しいと感じるか),及び全般的満足度それぞれについて, ｢非常に

一全く｣の5段階で評定を求めに｡

本研究で分析されたデータは質問紙法による調査によって得られたものである｡調査は1984年8
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月から9月に鹿児島市内のスポーツクラブの加入者337名に対して調査者が各クラブの練習場所に

おいて練習開始前あるいは終了時に記入方法を説明した後,その場で回答してもらうという方式を

とった｡調査対象としたスポーツクラブ数は23 (いずれもクラブ員数10-20名)で,種目はバレー

ボールに限定した｡これは本研究で扱う各変数-のスポーツ種目の違いの影響を排除するためであ

る｡なお23クラブのうちアウトリーダーのいるクラブは10クラブ(計146名),アウトリーダーのい

ないクラブは13クラブ(計191名)であった｡

3.結　　果

まずスポーツクラブにおけるアウトリーダーのリーダーシップ代替物となり得る要因の抽出を試

みた｡図-1-12は予測変数としてのアウトリーダーのリーダーシップ得点と基準変数としてのク

ラブの成果得点の相関係数がリーダーシップ代替物を測定する各変数の特僅(程度)の違いによっ

ていかなる影響を受けるかを分析した結果を示したものである｡なお,各代替物要因の｢程度｣は

得点の上位1/3を高得点群,下位1/3を低得点群,その中間の1/3を中得点群として示した｡

メンバーの成熟度をリーダーシップ代替物と仮設した図- 1, 2に示される結果は五つの成果変

数のうち｢外発的満足｣を除いてクラブは右下がりを示しており,メンバーの成熟度はアウトリー

ダーの｢構造づくり｣と成果要因の関係に負の影響を及ぼすことを示すものである｡すなわち,メ

ンバーの成熟度が低い場合,アウトリーダーの｢構造づくり｣がクラブの成果と正の相関関係を示

すのに対して,それが高い場合には相関していないかあるいは負の相関関係を示している｡このこ

とはアウトリーダーの強い構造づくり行動が有効であるのはメンバーの成熟度が低い場合であって,

それが高い時, ｢構造づくり｣が弱くても高い成果をあげ得ることを示すものである｡すなわち｢成

熟度｣は｢構造づくり｣の必要性を減殺する効果を持つ可能性があり,メンバーの成熟度がアウト

リーダーの構造づくり行動の代替物となり得ることを示唆するものである注9).

クラブの課題達成機能及び集団維持機能を代替物と仮設した図-9-12に示される結果も｢成熟

度｣とほぼ同様の傾向を示し,前者が｢構造づくり｣の,後者が｢配慮｣の代替物となり得ること

を示唆するものである｡

一方′タスク内発的満足,集団凝集性に関しては,図-3-8に示すようにリーダーシップとクラブ

の成果の関係に対する条件発生的な影響はみられなかった｡

次にアウトリーダーが各自のクラブでの目的を実現するためにどの程度役立つと思うかの認知

(アウトリーダーの道具性認知)と構造づくり･配慮行動の関係にリーダーシップ代替物の諸要因

の程度がいかなる影響を及ぼすかを分析した｡図-13は｢構造づくり｣に関する分析結果であり,

メンバーの成熟度,クラブの課題達成機能に関しては右下がりのブラフを示している｡図-14は

｢配慮｣に関する分析結果であり,クラブの集団維持機能,集団凝集性が同様の僚向を示している｡

すなわちこれら四つの要因に関しては,その程度が低い場合アウトリーダーのリーダーシップの強

度とクラブのメンバーによるアウトリーダーの道具性認知とが密接に関係しているのに対して,
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構造づくりと成果(基準変数)の相関:
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リーダーの構造づくりと道具性認知の相　　　　　リーダーの配慮と道具性認知の相関:リ

閑:リーダーシップ代替物の影響　　　　　　　　-ダーシップ代替物の影響

それが低い場合は,両者は無関係かあるいは道具性認知がリーダーシップ強度に負の影響を受ける

場合がある｡

先の分析においてリーダーシップ代替物としての可能性が示唆された｢構造づくり｣の代替物と

しての｢成熟度｣及び｢課題達成磯能｣, ｢配慮｣の代替物としての｢集団維持機能｣に関しては以

上のように仮説(注6)を支持するものであった｡

リーダーシップを代替する諸要因の抽出については後に示すクラブの成果と代替物の程度の関係

の分析結果と合せて考察することにする｡

ところで以上の分析結果はスポーツクラブにおけるアウトリーダーの必要性について直接解答を

与えるものではない｡そこで,まずアウト1)-ダーの有無がクラブの成果にどのような違いをもた

らすかを分析した｡図-15, 16にその結果を示す｡五つの成果要因のうち, ｢クラブ-の参加目的

の達成度｣, ｢期待認知(クラブでの練習が自己の目標達成にどの程度結びつくかの主観的確率の認

知)｣については,アウトリーダーのいるクラブのメンバーにおいて有意に高い得点を示したが(そ

れぞれt0-3,222 p<.001, t0-6.439 p<.001),逆に, ｢内発的満足｣, ｢外発的満足｣については

有意ではないが,アウトリーダーのいないクラブのメンバーにおいて高い得点を示した0

次に,リーダーシップ代替物としての仮設の妥当性が先の分析において支持された, ｢メンバー

の成熟度｣, ｢クラブの課題達成機能｣, ｢クラブの集団維持機能｣それぞれの程度の違いがクラブの

成果にいかに影響するかを,アウトリーダー有の群と無の群に分類して比較検討した.結果は図-

17-31に示す通りである｡これらの結果は以下のことがらを明らかにしている｡

第一に｢課題達成機能｣の｢全般的満足度｣, ｢集団維持機能｣の｢内発的満足｣, ｢全般的満足度｣

の例外を除けば,代替物の低得点群ではアウトリーダー有の群が高い成果得点を示している｡第二

にアウトリーダー有の群における｢参加目的の達成度｣及び｢内発的満足｣に対する｢メンバーの



武　　限　　　　　晃　　　　〔研究紀要　第36巻〕　107

参加目的の達成度

A-二三≡
待認知

l

有　　　　　　無

(n-144)　　(n-188)

アウトリーダー

図-15

アウトリーダーの有無と成果の関係

5

4

参
加
目
的
の
達
成
度
＼

アウトリーダー:無

▲--▲アウトリーダー:有

以下の図はこれに同じ

低　　　　　高

メンバーの成熟度の程度

図-17

アウトリーダーの有無と参加目的の達成.

度の関係:リーダーシップ代替物として

のメンバー成熟度の影響

成

莱

得

点

モーニー外発的満足

▲-｢▲内発的満足

H全般的満足度

▲一一一一一▲

一十一_一

ト一一一一一一●

有　　　　　　無

アウトリーダー

3-16

アウトリーダーの有無と成果の関係

+

低　　　　　　高

メンバーの成熟度の程度

図-18

アウトリーダーの有無と期待認知の関
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関係:リーダシップ代替物としてのメン
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アウトリーダーの有無と内発的満足の関

係:リーダシップ代替物としてのメンバ

ーの成熟度の影響
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アウトリーダーの有無と参加目的の達成

度の関係:リーダーシップ代替物として

の課題達成機能の影響
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図-23

アウトリーダーの有無と期待認知の関

係:リーダーシップ代替物としての課題

成機能の影響
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図-25

アウトリー･ダーの有無と内発的満足の関

係:リーダシップ代替物としての課題達

成機能の影響
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図-24

アウトリーダーの有無と外発的満足の関

係:リーダーシップ代替物としての課題

達成機能の影響
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図-26

アウトリーダーの有無と全般的満足度の

関係:リーダシップ代替物としての課題

達成磯能の影響
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図-27

アウトリーダーの有無と参加目的の達成

度の関係:リーダーシップ代替物として

の集団維持磯能の影響
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図-29

アウトリーダーの有無と外発的満足の関

係:リーダーシップ代替物としての集団

維持機能の影響
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図-28

アウトリーダーの有無と期待認知の関

係:リーダーシップ代替物としての集団

維持棟能の影響
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図-30

アウトリーダーの有無と内発的満足の関

係:リーダーシップ代替物としての集団

維持検能の影響
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成熟度｣の負の影響を除けば,アウトリーダー有の群,

無の群双方の成果得点はいずれも代替物の低得点群より

高得点群が高くなっている｡第三に代替物の高得点群で

は,アウトリーダー無の群が有の群に比べて有意に高い

成果得点を示す場合が少なくない｡特にこの傾向は｢メ

ンバーの成熟度｣に関して顕著である｡　､

4.考　　察

本研究ではスポーツクラブにおけるアウトリーダーの

リーダーシップ代替物を抽出し,それによって必要性が

減殺される特定のリーダー行動を明らかにすること,及

びそれらを論理的根拠としてアウトリーダーの必要性自

体についてリーダーシップ代替物との関連において検討
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図-31

アウトリーダーの有無と全般的満足度の

関係:リーダーシップ代替物としての集

団維持機能の影響

することを目的として分析を行った｡

図-1, 2及び図-9-14で概観したように, ｢メンバーの成熟度｣, ｢クラブの課題達成機能｣, ｢ク

ラブの集団維持機能｣の三要因はアウトリーダーのリーダーシップとクラブの成果あるいはアウト

リーダーの道具性認知との関係に負の影響を及ぼす｡また図-17-31に示されるように若干の例外

を除いて,代替物の程度が低い場合,明らかにアウトリーダー有の群が無の群に比べて高い成果を

あげており,またアウトリーダー無の群では代替物の程度が高い場合において高い成果をあげてい

る.以上の結果は｢成熟度｣吐10) ｢課題達成機能｣がアウトリーダーの｢構造づくり｣を, ｢集団維

持機能｣が｢配慮｣をそれぞれ代替する要因であることを示唆するものである｡すなわち｢成熟度｣,

｢課題達成機能｣が低い場合のアウトリーダーの構造づくり行動及び｢集団維持機能｣が低い場合

の配慮行動はクラブの成果を高めるために重要であるが,それらの要因がかなり高い場合,アウト

リーダー有の群において,リーダーシップが弱くても高い成果を上げ得ること,アウトリーダー有

の群と無の群(この場合,アウトリーダーの影響力が0と考えることができる)を比較した場合無

の群において高い成果をあげ得ることが少なくないことから, ｢成熟度｣, ｢課題達成機能｣, ｢集団

維持機能｣の三要因がアウトリーダーのリーダーシップの機能を代替するという解釈が可能である｡

また同時に分析結果はリーダーシップを代替する要因が存在する場合,強いアウトリーダーの構造

づくり行動,配慮行動がクラブの成果を低下させる場合のあることを示唆している｡この点に関し

ては先に述べたように(注9参照)狭義の代替物と障害物を識別し得る段階まで検討を進める必要

があるが,本研究ではこれを明確に結論づけることはできない｡

さて図-15, 16に示されるように,代替物要因の影響を無視してアウトリーダーの有無のみによ

ってクラブの成果の高低を説明することは困難である｡アウトリーダーのいるクラブがアウトリー
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ダーのいないクラブに比べて必ずしも常に高い成果をあげ得ないことは,アウトリーダーの逆機能

が存在しうることを間接的に示唆するものであるが,この点は図-17-31においてリーダーシップ

を代替する要因が存在する場合,アウト1) -ダー無の群の方が有の群に比べて高い成果を示す場合

があることからも推論できる｡

ところで｢タスク内発的満足｣, ｢集団凝集性｣の二要因についてはリーダーシップ代替物として

認めることはできなかった｡前者については,それの高低がスポーツクラブにおけるリーダーの配

慮行動の必要性に何ら影響をもたらさないと解釈することも可能であるが,本研究における操作化

の方法(連続的変数ではなく二分法的な操作を行ったこと)に問題があったことも否定できない｡

後者については,従来の研究においても指摘されているように集団凝集性と成果が必ずしも一義的

な関係を示さないことにも原因の存在する可能性がある｡

以上,本研究の分析結果を総括的に考察すると次のことがいえるであろう｡第一にスポーツクラ

ブにおけるリーダーシップ代替物の如何によってアウトリーダーが必要である場合と不必要な場合

がある｡第二にアウト1)-ダーが必要である場合においても,リーダーシップ代替物の特性に応じ

て必要とされるリーダーシップは異なるO特に重視しなければならないことは,リーダーシップ代

替物の存在によって必要性が減殺されるリーダーシップを強調することが場合によって高いクラブ

の成果をあげるための障害となること(リーダーの逆磯能)がありうる点である｡これらの結果か

らスポーツクラブのマネジメントに関して｢アウトリーダーにはクラブの状況(リーダーシップ代

替物の存在)を的確に把握し,その状況に応じて自己の1) -ダーを変えていく能力が必要である｣

という実践的インプリケーションを提示することが可能である｡指導者のリーダーシップ有効性が

低下するひとつの原因は,クラブの組織化の進展とそれに対する指導者の認知の不適合にあると考

｢---一一一一----∴-一一一---｢
l l

｢~~~~~

アウトリーダーの

リーダーシップ

構造づくり

配　　　慮

メンバーの成熟度 クラブの
課題達成機能

クラブの

集団維持機能

クラブの成果
期待認知
満足度
目標達成

(1)匡ヨリーダーシップの代替物を示す
(2)に>　代替物によるリーダーシップ有効性に対するモデレート効果を示す
(3) →　代替物の基準変数に対する直接的効果を示す
(4) ->　リーダー行動の積み重ねがリーダーシップ代替物を創出しうることを示す

図-32　スポーツクラブにおけるリーダーシップ,成果,代替物の関係
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えられる｡クラブの組織化の過程のある時点においてリーダーシップ代替物が創出,維持されてい

る場合,アウトリーダーの存在の必要性がなくなると考えることも可能である｡あるいは少なくと

もその時点において指導者は自己のリーダーシップを変革する必要が生ずるであろう｡

ただしここで注意せねばならないことは,かかるリーダーシップ代替物が,指導者のその時点ま

でにとってきた行動の蓄積によって具現化したものである場合が少なくないことである｡このこと
∫

は本研究で得られたデータにおいても, ｢メンバーの成熟度｣, ｢クラブの課題達成機能｣の代替

物要因に関しては,アウト1)-ダー有の群が無の群に比べて有意に高い値(それぞれ　t0-9,443

P<.001, t0-6,215 p<.001)を示している点からも理解できる｡

本研究ではスポーツクラブにおけるリーダーシップを代替する諸要因について明らかにしてきた

が,各要因の関係を図示すると図-32のように表わすことができる｣11)

最後に,今後に残された課題について若干指摘しておく｡前述したように,代替物の創出のプロ

セスの一部をリーダーが担っていると考えることができる｡本研究では質問紙法による調査によっ

てリーダーシップ代替物の抽出を試みたが,アウトリーダーの行動の蓄積によってリーダーシップ

代替物が形成されていく過程を明らかにするためには,時系列的データが不可欠である｡またリー

ダーシップの効果がクラブの成果に具体化するのは若干のタイムラグが存在すると思われるが,こ

のことも同時に縦断的研究の必要性を要請する｡さらに本研究においては,各変数-のスポーツ種

目の影響を排除するために,調査対象をバレーボールに限定した｡スポーツクラブにおける種目の

違い,特に集団的スポーツと個人的スポーツの違いはリーダーシップ代替物の様相に大きな影響を

もたらすであろう｡同様にクラブ員の性別やクラブの規模(クラブ員数)の影響も小さくないと思

われる｡従って,今後それらの条件との関連においてリーダーシップの代替物を検討していく必要

がある｡

本研究の調査に当っては鹿児島県総合体育センターの松清廉則先生に格別のご配慮をいただいた｡

ここに記して謝意を表する次第である｡

注

注1)リーダーシップのを予測変数,組織ないし集団の成果を基準変数として,その法則性を追求すものがこ

のアプローチの典型的な研究の方向となる｡しかし1970年代後半からリーダー行動の原因(リーダーは

なぜ特定の行動をとるのか)を帰属理論や期待理論との関連において解明しようとするアプローチもみ

られるようになり,今日に至っている｡そこではリーダーシップが基準変数として扱われることになる｡

注2)体育管理学･経営学の分野では武隈　　¥11)武隈(1984)12),木村(1984)9>が体育学習集団や運動競

技クラブにおけるリーダーシップの有効性について,諸条件との適合という視座から検討を試みている｡

注3)体育管理学･経営学では,日常的活動の単位としてのスポーツ集団を意味することが多いが,本研究で

は操作的に｢単一のスポーツ種目による活動,月4回以上の定期的練習,規模(メンバー数) 10名以上

20名以下｣の条件を満たすスポーツ集団をクラブと規定し,調査分析対象とした｡

注4)本研究における指導者とは宇土　　　S13)のいう｢体育着｣を意味し,体育事業に直接従事し,運動着
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を直接指導する人のことである｡

注5)本研究ではオ-イオ州立大研究に従い, 1) -ダーシップを構造づくり(initiating structure),配慮(con-

sideration)の二次元で捉えた｡構造づくりとは課題の構造化や集団の活動の方向づけの機能であり課

題達成に志向したリーダーの行動を意味する0 -万配慮とはリーダーによる良好な人間関係の形成と維

持の行動を意味する｡

注6)ここではリーダーシップの代替物はリーダーシップとその道具性認知との関係に負の影響を及ぼすであ

ろうという仮説が成立する｡例えばメンバーの成熟度が低いほど構造づくり行動と道具性認知の相関関

係はより大となるであろう｡

注7)具体的には,それぞれのリーダーシップ代替物を測定する変数の高い場合と低い場合を比較し,それぞ

れの成果に差異がみられるかを検討した｡仮に成果の高低とリーダーシップ代替物の特性に何の連関も

見出せないとしたならば,アウトリーダーの存在の必要性の分析方法に疑義が生ずることになる0

注8)本研究ではクラブでの活動それ自体に内在する満足を内発的満足,クラブを媒介として得られる満足を

外発的満足と呼んだ｡

注9) Kerretal. (1978)8)は広義のリーダーシップ代替物を,リーダーシップ有効性を条件づけたり,特定の

リーダー行動を不必要にする効果をもつ狭義の｢代替物(substitues)｣とリーダー行動の効果の実現を

妨げる｢障害物(neutralizers)｣に区別している｡障害物は予測変数(ここでは構造づくり行動)と相

関を示し,基準変数(本研究ではクラブの成果)と相関していない場合は制約(suppressor)変数とし

て作用し,リーダー行動を無機能化する(Kerr et al., 1978 p.395)｡本研究において｢メンバーの成熟

度｣と成果変数は｢参加目的の達成度｣を除いた四つの場合において,いずれも有意な正の相関を示し

ている｡従って｢成熟度｣がリーダーシップの障害物である可能性は一応否定されるわけであるが,こ

こでは狭義(真)の代替物となりうる可能性を示唆するにとどめる｡

注10)メンバーの成熟度がリーダーの構造づくりの代替物になるという本研究の分析結果はHersey,P., et al.

(1977)2>のSL理論における｢フォPア-の心理的成熟度が高い場合,構造づくりと配慮がともに弱い

リーダーシップが擁能的である｣という命題と適合的である｡

荏ll)金井　　　　が示した代替物アプローチの枠組を本研究の分析結果をもとに,スポーツクラブに適用

できるように修正した｡
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